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凡例




これは「双竹亭隨筆」（昭和十八年三月二十日　興亞書院刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








序








おのれ禿筆を嘗めて戲作の稿を草してより早くも二十餘歲を經たり。顧れば世を穢し人を毒したる罪輕からずと雖も、偶〻描きし俠勇節婦の行爲の身に沁みて善心に立還りし人のあらん歟、戲作も亦紙食ふ蟲の謗を免れて、紙芝居と同じく天下有用の資となるを得べし。町角に潜みて通行人を嚙む犬は狂犬として撲殺され、初雪にうろ〳〵と迷ひ出し犬の足跡は風流人の詩材に採らる。使ひ樣で役に立つは豈馬鹿と鋏のみならんや。憶へば幼少の頃祖母が夜每の寢物語に聽かされし八犬傳の夢、深くも腦裡に刻まれて消えやらず、初めて三田文學に小說と名付くる物を綴りし硯の水を、中坂下なる馬琴が井戶に汲みし懷かしき思ひ出も、今ははや遠き昔となりしも笑止。久しく井中に棲む蛙の眼の徒らに光りて用をなさぬは、おのが筆の儘ならぬに等しく、やがては一行半句も關所の通行罷りならぬと、塗笠冠りし役人衆の叱咜を受くるに至るなるべし。花は散らぬうちにこそ愛づるがよく、物は腐らぬに先立ちて食ふが可なり。遮莫塵も積もりて山となるには至らねど、この土手に登る可からず警視廳の高札朽ちし土手の日向に寢ころびて、つれづれに書き溜めし雜話のいつか筐底に堆くなりしを合せて隨筆一卷を上梓することとはなりぬ。時に諸彥の無聊を慰め得れば幸甚なり。
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